
金融機関 
49（0.23%）

自己株式
1（0.00%）

個人・その他
20,694

（95.87%）

外国法人等
226（1.05%）

金融商品取引業者 
30（0.14%）
事業会社・
その他の法人 
585（2.71%）

株主数
（21,585名）

金融機関 
12,217,004

（10.02%）

自己株式
850,744（0.70%）

個人・その他
19,530,071
（16.02%）

外国法人等
46,936,387
（38.50%）

金融商品取引業者 
530,116（0.44%）

事業会社・
その他の法人 
41,834,656

（34.32%）

株式数
（121,898,978株）

商号 コカ·コーライーストジャパン株式会社
（英文社名：Coca-Cola East Japan Co.,Ltd.）

本店所在地 〒107-0052　東京都港区赤坂六丁目1番20号
代表者 代表取締役社長 カリン・ドラガン　

代表取締役副社長 マイケル・クームス
資本金 64億99百万円
設立年月日 2001年6月29日

（2013年7月1日 コカ·コーライーストジャパン
株式会社に商号変更）

上場証券取引所 東京証券取引所（市場第一部）、
名古屋証券取引所（市場第一部）※

会計監査人 新日本有限責任監査法人
販売エリア 東京都/神奈川県/静岡県/山梨県/愛知県/

岐阜県/三重県/埼玉県/群馬県/新潟県/
千葉県/茨城県/栃木県の1都12県

事業内容 清涼飲料水の製造、加工および販売

※当社は本年8月6日付で名古屋証券取引所に上場廃止申請書類を提出しております。

発行可能株式総数 487,000,000株
発行済株式の総数 121,898,978株
株主数 21,585名

● 贈呈時期（年1回贈呈）

12月31日現在名簿記載の株主さま ▶ 4月上旬にご送付いたします

● 贈呈基準

100株以上500株未満保有の株主さま ▶ 自社製品12本（1,440円相当）

500株以上保有の株主さま ▶ 自社製品24本（2,880円相当）

株主名 持株数（株） 出資比率（％）
ヨーロピアン　リフレッシュメンツ 20,605,579 16.90
日本コカ・コーラ株式会社 16,669,354 13.67
株式会社千秋社 5,451,200 4.47
三井物産株式会社 5,237,383 4.29
東洋製罐グループホールディングス株式会社 5,126,090 4.20
ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 3,400,994 2.79
チェース マンハッタン バンク ジーティーエス 
クライアンツ アカウント エスクロウ 2,634,100 2.16

THE COCA COLA EXPORT CO. 2,250,500 1.84
三菱重工業株式会社 2,047,425 1.67
キッコーマン株式会社 1,950,831 1.60

取締役
代表取締役社長執行役員 カリン・ドラガン
代表取締役副社長執行役員 マイケル・クームス CFO財務本部長
取締役副社長執行役員 ダン・ニスター CCO営業本部長
取締役常務執行役員 赤地　文夫 営業本部広域法人営業統括部長
取締役執行役員 川本　成彦 財務本部コーポレートアドミニストレーション部長
取締役執行役員 伊藤　正樹 財務本部関連事業/M＆A統括部長
取締役 イリアル・フィナン ザ コカ·コーラ カンパニー　上級副社長（ボトリング投資グループ社長）
取締役 ダニエル・セイヤー ザ コカ·コーラ カンパニー　北西ヨーロッパ・ノルディック地域プレジデント
取締役 稲垣　晴彦 北陸コカ·コーラボトリング株式会社　代表取締役社長
取締役 高梨　圭二 　
取締役 吉岡　浩

監査役
常勤監査役 永渕　富三
常勤監査役 杉田　豊
監査役 野﨑　貞夫 キッコーマン株式会社　顧問
監査役 小田原　加奈 日本コカ·コーラ株式会社　シニアバイスプレジデント　ファイナンシャルコントローラー

　　会社概要 （2014年6月30日現在） 　　株主インフォメーション

　　株式情報 （2014年6月30日現在）

会社概要

株式の状況

株主優待制度のご案内

単元未満株式の買取・買増請求制度のご案内

大株主（上位10名）

株主分布状況

役員

当社では日頃のご支援に対する感謝のしるしと、当社製品へのご理解を深めていた
だく機会として、毎年12月31日現在の株主のみなさまに、年1回当社製品を贈呈し
ております。

当社株式の証券市場での取引は100株（1単元）となっており
ますので、1～99株（単元未満株式）を市場で売買することは
できません。単元未満株式については、当社に対して買取請
求（売却）、または100株単位となるよう買増請求（購入）でき
る制度があります。

優待品製品例（写真の製品と異なる場合があります。）

※1．出資比率は、表示単位未満を切捨てて表示しております。
※2．当社は、自己株式を850,744株保有しております。

コカ·コーライーストジャパン株式会社
〒107-0052　東京都港区赤坂六丁目1番20号
TEL： 03-5575-3749　URL：http://www.ccej.co.jp/ 

株式事務のお手続きに関して
住所変更、買取、買増請求、その他の株式に関するお手続きにつ
きましては下記へお問い合わせください。

尚、未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行の本支
店でお支払いたします。

●	旧コカ·コーラ セントラル ジャパン（株）
●	旧東京コカ·コーラボトリング（株）	 の株主さま
●	旧利根コカ·コーラボトリング（株）

●	旧三国コカ·コーラボトリング（株）の株主さま

株主メモ

証券口座で株式を保有している
株主さま

特別口座で株式を保有している
株主さま

▼ ▼
口座を開設されている

証券会社等
特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行

0120-232-711（フリーダイヤル）

証券口座で株式を保有している
株主さま

特別口座で株式を保有している
株主さま　

▼ ▼
口座を開設されている

証券会社等
特別口座の口座管理機関
三井住友信託銀行

0120-782-031（フリーダイヤル）

事業年度 1月1日から12月31日
剰余金の配当の基準日 6月30日、12月31日
定時株主総会 毎年3月
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 〒137-8081　
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
0120-232-711（フリーダイヤル）

公告方法 電子公告により行います
※ただし、電子公告によることができない事故その他やむを得ない事

由が生じたときには、日本経済新聞に公告いたします。
公告掲載URL	http://investor-jp.ccej.co.jp/phoenix.
	 zhtml?c=251855&p=irol-epnnews

● 55株をご所有の場合

買取請求

買取代金

株主さま
55株ご所有

CCEJ
55株買取

株主さま
0株

買取請求の場合

45株
買増請求

45株
譲渡

買増代金
支払

買増請求の場合

株主さま
55株ご所有

CCEJ

株主さま
100株

　　 通期の見通し

　　 上半期の活動概要

ごあいさつ

統合以来、250以上の統合プロジェクトや新たな取り組みを継続してお
り、上半期における主な取り組みの進捗状況は次のとおりです。
 ●	 営業部門のコールセンターを６か所から２か所へ統合
 ●	 新規製造設備２ライン（海老名工場、東海工場）が稼働開始
 ●	 2015年に稼働予定の新規４ラインを発注
 ●	 RTM（Route-to-market）による営業活動効率向上プログラムを展開
 ●	 2014年7月1日付で連結子会社７社（物流会社３社および機器メンテナン

ス会社４社）をコカ･コーライーストジャパンプロダクツ株式会社に統合

 ●	 非中核事業（三国ワイン等）の売却
 ●	 2014年7月28日付で株式会社格付投資情報センターから発行体格付 

A+を取得

下半期につきましては、飲料市場における低価格化や競合他社とのシェア
争いなど、厳しい事業環境が続くものと予想されますが、一方で、年間の営
業利益の大半を稼ぎ出す第３四半期は見込みのとおり好発進しておりま
す。この勢いを持続し、2014年５月12日に発表した2014年12月期の連
結業績予想を達成するため、各種施策の実施に注力してまいります。

株主のみなさまには平素より格別のご高配 
を賜り厚く御礼申し上げます。昨年７月１日に 
コカ・コーライーストジャパン株式会社が発足し、
１年が経過しました。2014年度は我々にとって変
革の年です。one+ロードマップでは「ストーミング

（新しいビジネスモデルを明確化し、展開する）」の
段階であり、また、統合会社として初めて通期の
事業を行う年でもあります。引き続き、迅速かつ
活発に統合を進めることに邁進し、真のシナジー
をサプライチェーン全般を通して見出し、実現し、
将来に向けて持続可能な成長を遂げられる会社
としての体制を整えてまいります。株主のみなさ
まにおかれましては、今後ともより一層のご支援
とご理解を賜ります様お願い申し上げます。

コカ・コーライーストジャパン株式会社
代表取締役社長

Calin Dragan

株主のみなさまへ
2014年12月期中間決算報告

コカ・コーライーストジャパン株式会社
証券コード ： 2580
2014年8月発行

2014年12月期の連結業績予想

売　上　高：535,800百万円 経 常 利 益：19,500百万円

営 業 利 益： 19,000百万円 当期純利益： 9,600百万円

COCA-COLA、コカ・コーラ、COCA-COLA ZERO、FANTA、ファンタ、GEORGIA、ジョージア、
爽健美茶、そうけんびちゃ、AQUARIUS、アクエリアス、綾鷹、あやたか、ILOHAS、い・ろ・は・すは
The Coca-Cola Companyの商標です。

カリン ドラガン
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吸収合併

● 製造子会社の合併 ● 連結子会社の吸収合併

シンプルかつ最適化された組織構造へ　ー one+の推進 ー 「従業員が働きがいと誇りを感じる  Best One 企業」を目指して
全社的プロジェクト「GOLD」発足

企業 サスティナビリティー

「コカ･コーラ」および「コカ･コーラ ゼロ」の300ml PET、
500ml PET、1.5L PETに、250種類以上の名前（名字含む）
をデザインした“ネームボトル”を期間限定で発売。自分の名
前はもちろん、家族や友達の名前を探し、集めることで、み
んなが“つながって”一緒に2014 FIFA ワールドカップブラジ
ル大会を応援していただくことを目的に展開しました。

「コカ･コーラ」は冷やすほどに炭酸の刺激が強まり、よりおいしく、
爽快に感じられます。そこで今年のキャンペーンでは、2015年に誕生
100周年を迎えるコンツアーボトルを氷で製作。TV-CMや屋外広告な
どをはじめ、さまざまな場面で冷たい「コカ・コーラ」のはじけるおいし
さを象徴的に伝えました。

製造子会社であるコカ･コーライーストジャパンプロダクツ株式会社（CCEJP）が、物流系孫会社3社ならびに機器メンテナンス系
孫会社4社を吸収合併しました。

新たなCCEJPは、製造･物流･機器メンテナンスの機能が一つに統合された会社として、スピード感のある組織運営を実現す
るとともに、事業展開地域での競争基盤の強化を図るべく、今まで以上に付加価値の高いサービスを提供してまいります。

また、当社は100%子会社である事業会社（ボトラー社）の4社を2015年1月1日付で吸収合併することを決議しました。グ
ループの一体経営による効率的な会社経営を加速させるため、コマーシャル部門、コーポレート部門の統合を目的とするもの
で、この統合により、さらなるone+の推進を図ります。

当社は「従業員が働きがいと誇りを感じる  Best One 企業」を目指し、Growing（成長）
Opportunities（機会）by Leading（リーダーシップ）in Diversity（ダイバーシティ）の頭文
字をとった全社的プロジェクト「GOLD」を立ち上げました。

グループ一体経営の推進

氷のボトルも登場 ！ 冷たくはじける「コカ･コーラ」で暑い夏を楽しもう ！
「コカ･コーラ」™ 2014 サマーキャンペーン
日本初登場！ 「氷のコンツアーボトル」

“みんなをつなげるサッカー”“みんなをつなげる「コカ･コーラ」”
　　　　“ネームボトル”を発売

●	セントラルジャパンロジスティックス株式会社
●	三国ロジスティクスオペレーション株式会社
●	利根物流サービス株式会社

●	セントラル ジャパン テクノサービス株式会社
●	三国自販機サービス株式会社
●	マシン･メンテナンス･ネットワーク株式会社
●	利根自動販売機サービス株式会社

吸収合併

物流
製造

機器
メンテナンス

製造･物流･
機器メンテナンス

の一元管理

コカ･コーラ 
イーストジャパン 

プロダクツ株式会社

旧 CCEJP

コカ･コーラ 
イーストジャパン株式会社

機器
メンテナンス

物流

NEWS

「コカ･コーラ」

C
Corporate Sustainability

C JE

Promotion Information

吸収合併

コカ・コーラ 
セントラル 

ジャパン株式会社
（事業会社）

三国コカ･コーラ
ボトリング株式会社

（事業会社）

東京コカ･コーラ
ボトリング株式会社

（事業会社）

利根コカ･コーラ
ボトリング株式会社

（事業会社）

当第２四半期のポイント
	�2013年７月１日の経営統合による営業開始以来、１年が経過
	�当第２四半期累計期間の販売数量は比較可能ベースで前年同期比３％増となり、販売数量シェ
ア、金額シェアとも向上が続く
	�消費税率引き上げに伴う価格施策の展開は当初計画どおりに完了
	�当第２四半期、新製品投入でコーヒーやコンビニエンスストアチャネルが改善傾向
	�サプライチェーン効率化による成果の創出
	�新製品の販売も好調に推移

連結決算ハイライト

IRサイトのご案内
その他IR情報もホームページに掲載しております。
是非ご参照ください。

CCEJ  IR 検 索

● 営業利益

2013年12月期
（比較可能ベース）

2014年12月期
（比較可能ベース）

2014年12月期
（財務報告ベース）

■ 第２四半期（累計）  通期（予想）
（百万円）

2,1482,148

△1,873△1,873 △1,873△1,873

19,00019,000
（予想）（予想）

△8,000

0

8,000

16,000

24,000

● 当期純利益

2013年12月期
（比較可能ベース）

2014年12月期
（比較可能ベース）

2014年12月期
（財務報告ベース）

（百万円）

△4,000

0

4,000

8,000

12,000

■ 第２四半期（累計）  通期（予想）

771771

△1,944△1,944
△2,928△2,928

9,6009,600
（予想）（予想）

■ 第２四半期（累計）  通期（予想）
（百万円）

2013年12月期
（比較可能ベース）

248,114248,114 248,495248,495

2014年12月期
（比較可能ベース）

248,495248,495

2014年12月期
（財務報告ベース）

535,800535,800
（予想）（予想）
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● 売上高

チャネル別
販売数量
構成比

製品カテゴリー別
販売数量
構成比

スーパー 22% 炭酸飲料 27%

お茶  21%
スポーツ  11%

コーヒー
15%

果汁飲料
5%

その他  11%

ドラッグ
＆量販店
11%

コンビニ
エンス
ストアー 
13%飲食  13%

自販機
30%

その他  11%

水  10%

「GOLD」は社員に対し均等な機会を与え、成果に基づき報
酬・昇進が与えられる職場をサポートすることを目的としてい
ます。

7月に「女性の活躍推進」に関する意識改革をテーマとして
グループの女性社員および幹部社員が参加してキックオフ
ミーティングを開催し、当社のダイバーシティにおける数値目
標や具体的な取り組み課題の発表、女性社員と幹部社員によ
るパネルディスカッションなどを行いました。

パネルディスカッション

会場風景

カリン社長メッセージ

石坂人事本部長

青山 チームGOLD
プロジェクトリーダー

“GOLD” Diversity Kick-off Meeting

当社では、世界レベルのコカ・コーラボトラーであるためにも、ダ
イバーシティは今後の成長のカギであると捉え、さまざまな活動を推
進していきます。

比較可能ベース：比較対象期間のみに影響を与える一時費用、例外的費用等を除外して表示した業績。
財務報告ベース：経営統合前の旧コカ・コーラ セントラル ジャパン株式会社の連結業績との比較。
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吸収合併

● 製造子会社の合併 ● 連結子会社の吸収合併

シンプルかつ最適化された組織構造へ　ー one+の推進 ー 「従業員が働きがいと誇りを感じる  Best One 企業」を目指して
全社的プロジェクト「GOLD」発足

企業 サスティナビリティー

「コカ･コーラ」および「コカ･コーラ ゼロ」の300ml PET、
500ml PET、1.5L PETに、250種類以上の名前（名字含む）
をデザインした“ネームボトル”を期間限定で発売。自分の名
前はもちろん、家族や友達の名前を探し、集めることで、み
んなが“つながって”一緒に2014 FIFA ワールドカップブラジ
ル大会を応援していただくことを目的に展開しました。

「コカ･コーラ」は冷やすほどに炭酸の刺激が強まり、よりおいしく、
爽快に感じられます。そこで今年のキャンペーンでは、2015年に誕生
100周年を迎えるコンツアーボトルを氷で製作。TV-CMや屋外広告な
どをはじめ、さまざまな場面で冷たい「コカ・コーラ」のはじけるおいし
さを象徴的に伝えました。

製造子会社であるコカ･コーライーストジャパンプロダクツ株式会社（CCEJP）が、物流系孫会社3社ならびに機器メンテナンス系
孫会社4社を吸収合併しました。

新たなCCEJPは、製造･物流･機器メンテナンスの機能が一つに統合された会社として、スピード感のある組織運営を実現す
るとともに、事業展開地域での競争基盤の強化を図るべく、今まで以上に付加価値の高いサービスを提供してまいります。

また、当社は100%子会社である事業会社（ボトラー社）の4社を2015年1月1日付で吸収合併することを決議しました。グ
ループの一体経営による効率的な会社経営を加速させるため、コマーシャル部門、コーポレート部門の統合を目的とするもの
で、この統合により、さらなるone+の推進を図ります。

当社は「従業員が働きがいと誇りを感じる  Best One 企業」を目指し、Growing（成長）
Opportunities（機会）by Leading（リーダーシップ）in Diversity（ダイバーシティ）の頭文
字をとった全社的プロジェクト「GOLD」を立ち上げました。

グループ一体経営の推進

氷のボトルも登場 ！ 冷たくはじける「コカ･コーラ」で暑い夏を楽しもう ！
「コカ･コーラ」™ 2014 サマーキャンペーン
日本初登場！ 「氷のコンツアーボトル」

“みんなをつなげるサッカー”“みんなをつなげる「コカ･コーラ」”
　　　　“ネームボトル”を発売

●	セントラルジャパンロジスティックス株式会社
●	三国ロジスティクスオペレーション株式会社
●	利根物流サービス株式会社

●	セントラル ジャパン テクノサービス株式会社
●	三国自販機サービス株式会社
●	マシン･メンテナンス･ネットワーク株式会社
●	利根自動販売機サービス株式会社

吸収合併
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当第２四半期のポイント
	�2013年７月１日の経営統合による営業開始以来、１年が経過
	�当第２四半期累計期間の販売数量は比較可能ベースで前年同期比３％増となり、販売数量シェ
ア、金額シェアとも向上が続く
	�消費税率引き上げに伴う価格施策の展開は当初計画どおりに完了
	�当第２四半期、新製品投入でコーヒーやコンビニエンスストアチャネルが改善傾向
	�サプライチェーン効率化による成果の創出
	�新製品の販売も好調に推移

連結決算ハイライト

IRサイトのご案内
その他IR情報もホームページに掲載しております。
是非ご参照ください。

CCEJ  IR 検 索
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「GOLD」は社員に対し均等な機会を与え、成果に基づき報
酬・昇進が与えられる職場をサポートすることを目的としてい
ます。

7月に「女性の活躍推進」に関する意識改革をテーマとして
グループの女性社員および幹部社員が参加してキックオフ
ミーティングを開催し、当社のダイバーシティにおける数値目
標や具体的な取り組み課題の発表、女性社員と幹部社員によ
るパネルディスカッションなどを行いました。

パネルディスカッション

会場風景

カリン社長メッセージ

石坂人事本部長

青山 チームGOLD
プロジェクトリーダー

“GOLD” Diversity Kick-off Meeting

当社では、世界レベルのコカ・コーラボトラーであるためにも、ダ
イバーシティは今後の成長のカギであると捉え、さまざまな活動を推
進していきます。

比較可能ベース：比較対象期間のみに影響を与える一時費用、例外的費用等を除外して表示した業績。
財務報告ベース：経営統合前の旧コカ・コーラ セントラル ジャパン株式会社の連結業績との比較。
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金融機関 
49（0.23%）

自己株式
1（0.00%）

個人・その他
20,694

（95.87%）

外国法人等
226（1.05%）

金融商品取引業者 
30（0.14%）
事業会社・
その他の法人 
585（2.71%）

株主数
（21,585名）

金融機関 
12,217,004

（10.02%）

自己株式
850,744（0.70%）

個人・その他
19,530,071
（16.02%）

外国法人等
46,936,387
（38.50%）

金融商品取引業者 
530,116（0.44%）

事業会社・
その他の法人 
41,834,656

（34.32%）

株式数
（121,898,978株）

商号 コカ·コーライーストジャパン株式会社
（英文社名：Coca-Cola East Japan Co.,Ltd.）

本店所在地 〒107-0052　東京都港区赤坂六丁目1番20号
代表者 代表取締役社長 カリン・ドラガン　

代表取締役副社長 マイケル・クームス
資本金 64億99百万円
設立年月日 2001年6月29日

（2013年7月1日 コカ·コーライーストジャパン
株式会社に商号変更）

上場証券取引所 東京証券取引所（市場第一部）、
名古屋証券取引所（市場第一部）※

会計監査人 新日本有限責任監査法人
販売エリア 東京都/神奈川県/静岡県/山梨県/愛知県/

岐阜県/三重県/埼玉県/群馬県/新潟県/
千葉県/茨城県/栃木県の1都12県

事業内容 清涼飲料水の製造、加工および販売

※当社は本年8月6日付で名古屋証券取引所に上場廃止申請書類を提出しております。

発行可能株式総数 487,000,000株
発行済株式の総数 121,898,978株
株主数 21,585名

● 贈呈時期（年1回贈呈）

12月31日現在名簿記載の株主さま ▶ 4月上旬にご送付いたします

● 贈呈基準

100株以上500株未満保有の株主さま ▶ 自社製品12本（1,440円相当）

500株以上保有の株主さま ▶ 自社製品24本（2,880円相当）

株主名 持株数（株） 出資比率（％）
ヨーロピアン　リフレッシュメンツ 20,605,579 16.90
日本コカ・コーラ株式会社 16,669,354 13.67
株式会社千秋社 5,451,200 4.47
三井物産株式会社 5,237,383 4.29
東洋製罐グループホールディングス株式会社 5,126,090 4.20
ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 3,400,994 2.79
チェース マンハッタン バンク ジーティーエス 
クライアンツ アカウント エスクロウ 2,634,100 2.16

THE COCA COLA EXPORT CO. 2,250,500 1.84
三菱重工業株式会社 2,047,425 1.67
キッコーマン株式会社 1,950,831 1.60

取締役
代表取締役社長執行役員 カリン・ドラガン
代表取締役副社長執行役員 マイケル・クームス CFO財務本部長
取締役副社長執行役員 ダン・ニスター CCO営業本部長
取締役常務執行役員 赤地　文夫 営業本部広域法人営業統括部長
取締役執行役員 川本　成彦 財務本部コーポレートアドミニストレーション部長
取締役執行役員 伊藤　正樹 財務本部関連事業/M＆A統括部長
取締役 イリアル・フィナン ザ コカ·コーラ カンパニー　上級副社長（ボトリング投資グループ社長）
取締役 ダニエル・セイヤー ザ コカ·コーラ カンパニー　北西ヨーロッパ・ノルディック地域プレジデント
取締役 稲垣　晴彦 北陸コカ·コーラボトリング株式会社　代表取締役社長
取締役 高梨　圭二 　
取締役 吉岡　浩
監査役

常勤監査役 永渕　富三
常勤監査役 杉田　豊
監査役 野﨑　貞夫 キッコーマン株式会社　顧問
監査役 小田原　加奈 日本コカ·コーラ株式会社　シニアバイスプレジデント　ファイナンシャルコントローラー

　　会社概要 （2014年6月30日現在） 　　株主インフォメーション

　　株式情報 （2014年6月30日現在）

会社概要

株式の状況

株主優待制度のご案内

単元未満株式の買取・買増請求制度のご案内

大株主（上位10名）

株主分布状況

役員

当社では日頃のご支援に対する感謝のしるしと、当社製品へのご理解を深めていた
だく機会として、毎年12月31日現在の株主のみなさまに、年1回当社製品を贈呈し
ております。

当社株式の証券市場での取引は100株（1単元）となっており
ますので、1～99株（単元未満株式）を市場で売買することは
できません。単元未満株式については、当社に対して買取請
求（売却）、または100株単位となるよう買増請求（購入）でき
る制度があります。

優待品製品例（写真の製品と異なる場合があります。）

※1．出資比率は、表示単位未満を切捨てて表示しております。
※2．当社は、自己株式を850,744株保有しております。

コカ·コーライーストジャパン株式会社
〒107-0052　東京都港区赤坂六丁目1番20号
TEL： 03-5575-3749　URL：http://www.ccej.co.jp/ 

株式事務のお手続きに関して
住所変更、買取、買増請求、その他の株式に関するお手続きにつ
きましては下記へお問い合わせください。

尚、未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行の本支
店でお支払いたします。

●	旧コカ·コーラ セントラル ジャパン（株）
●	旧東京コカ·コーラボトリング（株）	 の株主さま
●	旧利根コカ·コーラボトリング（株）

●	旧三国コカ·コーラボトリング（株）の株主さま

株主メモ

証券口座で株式を保有している
株主さま

特別口座で株式を保有している
株主さま

▼ ▼
口座を開設されている

証券会社等
特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行

0120-232-711（フリーダイヤル）

証券口座で株式を保有している
株主さま

特別口座で株式を保有している
株主さま　

▼ ▼
口座を開設されている

証券会社等
特別口座の口座管理機関
三井住友信託銀行

0120-782-031（フリーダイヤル）

事業年度 1月1日から12月31日
剰余金の配当の基準日 6月30日、12月31日
定時株主総会 毎年3月
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 〒137-8081　
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
0120-232-711（フリーダイヤル）

公告方法 電子公告により行います
※ただし、電子公告によることができない事故その他やむを得ない事

由が生じたときには、日本経済新聞に公告いたします。
公告掲載URL	http://investor-jp.ccej.co.jp/phoenix.
	 zhtml?c=251855&p=irol-epnnews
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　　 通期の見通し

　　 上半期の活動概要

ごあいさつ

統合以来、250以上の統合プロジェクトや新たな取り組みを継続してお
り、上半期における主な取り組みの進捗状況は次のとおりです。
 ●	 営業部門のコールセンターを６か所から２か所へ統合
 ●	 新規製造設備２ライン（海老名工場、東海工場）が稼働開始
 ●	 2015年に稼働予定の新規４ラインを発注
 ●	 RTM（Route-to-market）による営業活動効率向上プログラムを展開
 ●	 2014年7月1日付で連結子会社７社（物流会社３社および機器メンテナン

ス会社４社）をコカ･コーライーストジャパンプロダクツ株式会社に統合

 ●	 非中核事業（三国ワイン等）の売却
 ●	 2014年7月28日付で株式会社格付投資情報センターから発行体格付 

A+を取得

下半期につきましては、飲料市場における低価格化や競合他社とのシェア
争いなど、厳しい事業環境が続くものと予想されますが、一方で、年間の営
業利益の大半を稼ぎ出す第３四半期は見込みのとおり好発進しておりま
す。この勢いを持続し、2014年５月12日に発表した2014年12月期の連
結業績予想を達成するため、各種施策の実施に注力してまいります。

株主のみなさまには平素より格別のご高配 
を賜り厚く御礼申し上げます。昨年７月１日に 
コカ・コーライーストジャパン株式会社が発足し、
１年が経過しました。2014年度は我々にとって変
革の年です。one+ロードマップでは「ストーミング

（新しいビジネスモデルを明確化し、展開する）」の
段階であり、また、統合会社として初めて通期の
事業を行う年でもあります。引き続き、迅速かつ
活発に統合を進めることに邁進し、真のシナジー
をサプライチェーン全般を通して見出し、実現し、
将来に向けて持続可能な成長を遂げられる会社
としての体制を整えてまいります。株主のみなさ
まにおかれましては、今後ともより一層のご支援
とご理解を賜ります様お願い申し上げます。

コカ・コーライーストジャパン株式会社
代表取締役社長

Calin Dragan

株主のみなさまへ
2014年12月期中間決算報告

コカ・コーライーストジャパン株式会社
証券コード ： 2580
2014年8月発行

2014年12月期の連結業績予想

売　上　高：535,800百万円 経 常 利 益：19,500百万円

営 業 利 益： 19,000百万円 当期純利益： 9,600百万円

COCA-COLA、コカ・コーラ、COCA-COLA ZERO、FANTA、ファンタ、GEORGIA、ジョージア、
爽健美茶、そうけんびちゃ、AQUARIUS、アクエリアス、綾鷹、あやたか、ILOHAS、い・ろ・は・すは
The Coca-Cola Companyの商標です。

カリン ドラガン
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（英文社名：Coca-Cola East Japan Co.,Ltd.）

本店所在地 〒107-0052　東京都港区赤坂六丁目1番20号
代表者 代表取締役社長 カリン・ドラガン　

代表取締役副社長 マイケル・クームス
資本金 64億99百万円
設立年月日 2001年6月29日

（2013年7月1日 コカ·コーライーストジャパン
株式会社に商号変更）

上場証券取引所 東京証券取引所（市場第一部）、
名古屋証券取引所（市場第一部）※

会計監査人 新日本有限責任監査法人
販売エリア 東京都/神奈川県/静岡県/山梨県/愛知県/

岐阜県/三重県/埼玉県/群馬県/新潟県/
千葉県/茨城県/栃木県の1都12県

事業内容 清涼飲料水の製造、加工および販売

※当社は本年8月6日付で名古屋証券取引所に上場廃止申請書類を提出しております。

発行可能株式総数 487,000,000株
発行済株式の総数 121,898,978株
株主数 21,585名

● 贈呈時期（年1回贈呈）

12月31日現在名簿記載の株主さま ▶ 4月上旬にご送付いたします

● 贈呈基準

100株以上500株未満保有の株主さま ▶ 自社製品12本（1,440円相当）

500株以上保有の株主さま ▶ 自社製品24本（2,880円相当）

株主名 持株数（株） 出資比率（％）
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クライアンツ アカウント エスクロウ 2,634,100 2.16

THE COCA COLA EXPORT CO. 2,250,500 1.84
三菱重工業株式会社 2,047,425 1.67
キッコーマン株式会社 1,950,831 1.60

取締役
代表取締役社長執行役員 カリン・ドラガン
代表取締役副社長執行役員 マイケル・クームス CFO財務本部長
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　　株式情報 （2014年6月30日現在）
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株式の状況

株主優待制度のご案内

単元未満株式の買取・買増請求制度のご案内

大株主（上位10名）

株主分布状況

役員

当社では日頃のご支援に対する感謝のしるしと、当社製品へのご理解を深めていた
だく機会として、毎年12月31日現在の株主のみなさまに、年1回当社製品を贈呈し
ております。

当社株式の証券市場での取引は100株（1単元）となっており
ますので、1～99株（単元未満株式）を市場で売買することは
できません。単元未満株式については、当社に対して買取請
求（売却）、または100株単位となるよう買増請求（購入）でき
る制度があります。

優待品製品例（写真の製品と異なる場合があります。）

※1．出資比率は、表示単位未満を切捨てて表示しております。
※2．当社は、自己株式を850,744株保有しております。
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株式事務のお手続きに関して
住所変更、買取、買増請求、その他の株式に関するお手続きにつ
きましては下記へお問い合わせください。

尚、未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行の本支
店でお支払いたします。

●	旧コカ·コーラ セントラル ジャパン（株）
●	旧東京コカ·コーラボトリング（株）	 の株主さま
●	旧利根コカ·コーラボトリング（株）

●	旧三国コカ·コーラボトリング（株）の株主さま
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証券口座で株式を保有している
株主さま

特別口座で株式を保有している
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▼ ▼
口座を開設されている

証券会社等
特別口座の口座管理機関
三菱UFJ信託銀行

0120-232-711（フリーダイヤル）

証券口座で株式を保有している
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剰余金の配当の基準日 6月30日、12月31日
定時株主総会 毎年3月
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 〒137-8081　
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
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公告方法 電子公告により行います
※ただし、電子公告によることができない事故その他やむを得ない事

由が生じたときには、日本経済新聞に公告いたします。
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統合以来、250以上の統合プロジェクトや新たな取り組みを継続してお
り、上半期における主な取り組みの進捗状況は次のとおりです。
 ●	 営業部門のコールセンターを６か所から２か所へ統合
 ●	 新規製造設備２ライン（海老名工場、東海工場）が稼働開始
 ●	 2015年に稼働予定の新規４ラインを発注
 ●	 RTM（Route-to-market）による営業活動効率向上プログラムを展開
 ●	 2014年7月1日付で連結子会社７社（物流会社３社および機器メンテナン

ス会社４社）をコカ･コーライーストジャパンプロダクツ株式会社に統合

 ●	 非中核事業（三国ワイン等）の売却
 ●	 2014年7月28日付で株式会社格付投資情報センターから発行体格付 
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下半期につきましては、飲料市場における低価格化や競合他社とのシェア
争いなど、厳しい事業環境が続くものと予想されますが、一方で、年間の営
業利益の大半を稼ぎ出す第３四半期は見込みのとおり好発進しておりま
す。この勢いを持続し、2014年５月12日に発表した2014年12月期の連
結業績予想を達成するため、各種施策の実施に注力してまいります。

株主のみなさまには平素より格別のご高配 
を賜り厚く御礼申し上げます。昨年７月１日に 
コカ・コーライーストジャパン株式会社が発足し、
１年が経過しました。2014年度は我々にとって変
革の年です。one+ロードマップでは「ストーミング

（新しいビジネスモデルを明確化し、展開する）」の
段階であり、また、統合会社として初めて通期の
事業を行う年でもあります。引き続き、迅速かつ
活発に統合を進めることに邁進し、真のシナジー
をサプライチェーン全般を通して見出し、実現し、
将来に向けて持続可能な成長を遂げられる会社
としての体制を整えてまいります。株主のみなさ
まにおかれましては、今後ともより一層のご支援
とご理解を賜ります様お願い申し上げます。

コカ・コーライーストジャパン株式会社
代表取締役社長
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